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　古来巾国 で 著作 さ れ た 本草の 種類は 夥 しい 数 に．Fr．るが ， それ らの 中で 各時代を 通 じて中国薬学の 基幹とな っ た の は

「神農本草」 を祖述 し た次 の
一

連の 諸書で ある．

　　 神農本草経集注
一・新修本草 → 開 宝 本草→ 嘉 祐 本 草

一
・証類木草 （経 史 証 類備急 本草 → 大翻本草 → 政和本草）

　 これ らの 本草は 何 れ も 1 つ 前の 本草に 新法 と新薬 と・を 加 え た だ けで ， 新 し い 本草の 中に は 古 い 本草もほ と ん ど 元 の

ままの 形で 保存 され て い た．従 っ て 新本草の 出現 と同時 に 旧本草 の 存在価値 は 消滅す るわ けで
， 嘉祐以 前 の 諸本草が

早 く亡 ん だ理 由も こ こ に あ っ た と 思わ れ る．し か し如何 に古 態 の 保 存 に 留 意 され た とし て も ， 伝写 や 校刊 の 度毎 に 多

少 の 変 化 が 生 ず る の は 余 儀 な い と こ ろ で
， そ の よ うな変化が 累積され て 証 類木草で は 新修本草以前 の 古本草 の 佛は 著

：

し くゆ が め られた もの と な っ て い る
1）．

　漢薬 の よ うに 古い 伝統を もつ もの の 研究に は 古い 本草 の 記 録 が 重 視 され る の は 当然で あ る が ， そ れが 証 類本草で は

ゆ が め られ て い る と す る と，正 し い 古本草の 再現が 要望 され る の も自然 の 勢 で あ る，明末の 盧復以下多 くの 人 々 に よ

っ て 神農本草 の 復原が 試み られ た
2）の もそ の よ うな要望の あらわれ と見られ る が，宋 以 前の 本草編成 の 態 度 が叙 上 の

通 りで ある か ら ， 古 い 本草 の 復原 に 当 っ て は，証類本草 か ら逆 に 1 つ ずつ 古い も の へ と復原し て 行 くの が 順序 で ある．

明清 の 学者 は こ の 手数を 省い た が ， 江戸 の 学者 た ち は 綿密に こ の 順序 をた ど っ た．即 ち 天 保の 頃小島宝 素 が新修本草

の 欠巻 を補 っ て 全20巻を 完備し た こ とに 始 まり
3），次 で 森立之らの 集注本草

4）と な り ， こ れらの 礎地の 上 に 立 ’．て 最

後に 完成 し た の が森 立 之 の 神農本草経 で ある．宝 素 が 最 初に 新修本草 を 取上げた の は ，当 時 彼 らの 努 力 1・c よ 一
． て 発見

謄録 さ れ た 仁和寺本そ の 他 の 古写本 の 出現
5）が 直接の動機とな っ た もの と思われ る が ， 開宝本草は そ の ま ま証類本草

の 中に そ の姿を留 あ て い る
6）か ら，わ ざわ ざ復 原する まで もな く， 新修本草が 最初 の 問題 と して 取 上 げ られ た の は 極

め て 妥 当 で あ る と思 わ れ る．

　宝 素が 復原 し た の は 10巻 で あ っ た が ， そ の 内現在残 っ て い る の は 農 喜廬叢書中に 収 め られ て い る巻三 の 1 巻 だ け で，
他 の 9巻 は 残 っ て い な い．そ の 後中尾博士 も新修本草の 復原 を宿 願 と された り が ，果 さず し て 終 られ た，近年范行準

氏は 嬖喜 蘆 本に も とず い て 重 軽新修本草 を 作った
8）が こ れ は 未 見 で あ る．私は 先年研究上 の必 要か ら欠巻 の 部分を復

原す る と 共に
， 仁 和寺本や 蟇喜窟本の 誤脱を 訂正 して 全20巻 を輯成 し ， そ の 際復原に 関す る調 査 に よ っ て 知 り得た 事

実を纏 め て 「新修本草の考察」 と題 し て ，復原本 と共1こ 印刷 に 付し た．そ れ らの 1部は 既 に 刷 り上 っ て い た が ， 終戦

の 騒 乱 に遭 って 版 は 烏有に 皈 し ， 原稿 だ け が 辛う じて 難を免れ た．以下述 べ る所は 当時の 稿本 の 1部
一 一

新修本草の

巻数並 び に 薬晶 数に 関す る 部分で ， 復原本輯成 の 基 礎 とな っ た もの で ある．

　L 　 巻　　数

　新修本草 の 巻 数 に つ い て は 証 類本草 に 引か れ た孔志約の 序に は 「54巻」 と あるが ， 李勣 の 進表並びに 其序 ， 蜀本草
序な どに は 「53巻 」 とな っ て い た と の こ と で ある

9）．54巻 の 内訳 は

新修本 草

同 目録

薬 図

「司目録

図経

20巻

1 巻

25巻

］．巻

7巻

で，53巻 とい うの は 右 の 内か ら薬図 目録 1 巻 を 除い た 数で あ る．これ に つ い て 中尾博士 は 「李勣が 進本 の 時に は 薬図

の R 録 は無 く後に 不便な るた め こ の 1 巻を 増加 し た もの で あろ う」 と推定され て い る．

　と こ ろ で 新唐書芸文 志 に は 48巻 本 と57巻 本 との 2 種 の 本草が 著録 され て い る．これ は 恐 ら く重複 で ， 前者は 薬図を

20巻 と し た た め に 5巻 減 じ ， 後者 は 54巻 に 本草音 3 巻が 加わ っ た数 で あ る．こ の 新唐志 に は 病源候 論も重載 さ れ て お

り ， また 上 の 2 種 の 本草の 中間に 記 載 され て い る 「孔志約本草音義 二 十巻 」 な る もの は 他書 に見 られ な い もの で ，新

ac
　1921mafuku ，　 Amagasaki

，
　 Hyogo ．
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唐志 の 記事が 信憑 し難い こ とは 多紀氏 の 医籍考 に も指摘せ られ て お り， 本草音三 巻に つ い て も疑問が もた れ る と こ ろ

で あ る．但 し 医 籍考 に は 唐志 に 見 ゆ る 2 つ の 本草 の 内，48巻本を 7張鼎本草」 と されて い るが ，
これ は 明らか に医籍

考 の 誤 で ， 他の 例 に よって 推せ ば，こ の 「張鼎 」 は 上 の 「沖和子玉 房秘訣 」 の 注 で あ っ て 本草 の 注 で は な い ．

薬図と図経 とは 弘景の 集注本草 に は無 く ， 新修本草 か ら始 まった もの で あ る が ， そ の 主体は 無論新修本草20巻 で
， そ

の 20巻 の 内 訳 に つ い て は 証類本草 の 序例に 引か れ て い る唐 本注 に

　　今以 序為
一巻 ， 例為．一巻 ， 玉石三 品 為 三 巻 ， 草 三 晶 為六 巻 ， 木 三 品為三 巻，禽獣為

一
巻，虫獣為

一
巻，果為

一
巻 ，

　　菜為
一

巻 ， 米穀為
一
巻 ， 有名未用

一
巻 ， 合 二 十巻

とあ る に よ っ て 明らか で ある．大観本草 は 本文だけ で 31巻 で あ る が 菜部 と穀部 の 先後が 逆 に な っ て い る点を 除けば ，

こ れ と全 く同 じ II圓予で あり， ま た仁 和寺本や 接喜蕊本 の 分げ方 も こ れ と
一一

致 し て い る か ら，
こ の 点に つ い て は 問題は

な い．

　 2． 薬　品　数

　新修本草所 載 の 薬扉総 数 は 850 種 で ある が ， そ の 内 訳 は 唐注に 記 す る 所 と 嘉祐本草 に 記す る 所 との 間に 相違が ある．

相違 の原因は 未だ つ きとめ 得ない か ら
10）

， 復原本で は 嘉祐本草に 従 う こ と と し た．そ れを 部，品 別 に 纏 め る と第 1表

とな る．

第 　 1　 表

巻 　　　　　部　　・　 品

3

哇

567891011121314151617181920

玉 石 　　　　一ヒ

玉 石 　　　 中

玉 石 　　　　下

草　　　　 上 上

草 　　　　上 下

草　　　　 中 上

．
草　　　　中 下

草 　 　 　 　 下 上

草　　　　下下

木 　　 　 　 上

木　　　　 中

木 　 　 　 　 下

獣 禽　　　三 品

虫 魚、　　 三 品

果 　 　　 　 三 品

莱 　 　 　 　 三 品

米 穀 　　 　 三 品

有名 劇 1ゴ

本 　 経 　 　品

18161238

誕

3214311820

π

1721

弭

81266

別 　 録 　 　品 新　 　附 　 　品 計

369224134

雛

627261915

娼

2287

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

 

18　

　

1

2112

2519219627

20108795778562578323343333622

生

5723219

中
−

二．．．
臼

367 369 114 850

　上表 の 本経品及び 別 録 品 の 数は 陶弘景 の 序に 「今 輒 苞 綜諸経，研括煩省，以神農本経三 品合三 百六
一
檀 f為 主，又進

名医副品亦二 百 六 十五 ， 合 七 百三 卜種」 と ある の に合致 し な い が ，
こ れは 弘景 以後に お け る改易 に よ る もの で ，

こ の

点 に つ い て は 別 に 考
．
察す る

11 ）．

　次 に 新修本草20 巻の 内，巻 1 及 び 巻 2 の 序 例 を 除い た 18巻 の 各論 に お け る 各巻 の 薬品数並 び に そ の 順序は ， 仁 和寺

本，農喜蘆本， 千金翼方，本草和名 ， 医心 方， 大観本草な どを 参考 とし て 定 め た の で ある が ，
こ れ ら諸書の 間に は 若

干 の 相違 が あ り ， 各書の 薬品数を復康本の それと
．一

括表示すれ ば第2 表の通 りで ある，

　こ の 表 は 薬 品 の 異 同 を 問わ ず ， た だ 数 だ け を 挙げた の で あ る が ， そ れ で もなお 各書の 間に か な りの 出入が ある こ と

は 表 に 見られ る通 りで ある．表中 「新定」 とあ る の は 今回諸本を参考 と し て 定 め た もの で ， ほ ぼ 顕慶 の 旧 に 復 し 得 た

と 信ず る もの で ある が ， 次 に 「新定．1 の 根拠を 明 らか に す る た め に ， 各巻 に お け る諸本の 異同を弁じ ， そ の 譌誤 を訂

正 し て お く．

（ 2 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

No．1 3

第 　2 　表

巻 　1　部 　 ．　 品 ・ 本 蟇 刷 翼 方 和 列 鉦 大 観 新 引

3456789

皿

n1213

且

15
蔦

17181920

玉 石 　 　 　 上

玉 石 　 　 　 中

玉 石 　　 下

草 　 　 　 　上 上
’

草 　　 　 上 下

草 　　 　 中 上

草 　 　　 中
．
ド

草 　 　 　 　下 上

草 　　　 下下

木　 　　 上

木 　　　 中

木 　　　
一
ド

獣 禽 　　 三 品

虫 魚 　 　 　三 品

果 　 　 　 　三 品

菜 　 　 　 　 硫 品

米 穀 　 　 　三 品

有 名 未 用

01003

27

56

25

28

20123

師

0

79rD

ρ

U

2

り凵
4」
尸

D

25

28193

2229314038373935682729450

「671

　 ・

253728197

69

／

087967603235263

22343333623471

生

639

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1
　

　

　

　

1

60108

了

957785635883

233433336224572329　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

203087940616086884233433336234662329　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

201087957

了

8562578

23343333

蔭

22457232193

計 1　　854　　　　　　　963　　　　　　　S56　　　　1　　850　　　　　　　850
1

　　 巻 五 　玉石部下品 ，
31種

　 Q会本〕

定 の 31種 を大 観 本 草 に 従 って 分 け る と ， 本経 晶 12種，別 録品 9種 7 新附
’
品 10種とな る．

　 〔翼方〕　 胡桐涙を草 部
．
卜
．
卜
．
に ， 紫針 騏麟竭 を土 石中品 よ り移す．計3腫 ．

　 〔大観〕　 胡桐 涙を木部中品 に ， 半天河及 び地漿 を草部下 下 よ り， 蛇 黄 を 虫 魚下 品 よ り移す、計 33種．

　　 巻 六 　草部上 罫1之上，10種　 （翼方，和名，医心 ）

　 〔会 本 〕〔纂本〕　 歃 （巻 6一巻ユ1）

　 〔和名j　　I草一L四十 一一・種 」 と あ るが，実数 は40種．

　 〔医心〕　 「草上之上四
一
｝
・一・

種」 とあ る が ， 実数は 40種，

　　 巻七　草部一L品之部，38種　 （翼方，和名，医心）

　　 巻八 　草部中品之．ヒ，37種　 （翼方，和名，医心）

　　 巻九 草部1ヤ晶之
．
卜
』
，
39種　 （翼方， 和名， 医心）

　 〔会本〕〔暴木〕　以 L3巻共に 缺

　　 巻十　草部 下 品 之 i，，呂5種　 （翼方，医 心 ）

　 〔会本〕〔農 本）　 缺

　 巻 三 　玉 石部上 l！畆 22俥　 （翼方）
12 ）

〔会本〕　 訣

〔和名〕　　
「

玉 石上 Il’一種 」 と す，　 「「「二 種」 の 誤．但 し 五 色石脂を 分条 し
， 実数は 26条．

〔医心〕　 五 色石脂を 分条 し，実数は 26条．

〔大観〕　 薬品 の 次序全 く異 る．以 下19巻まで 皆同じ，

　 巻 四　玉 石部中品 ，
3 種　 （会木 ， 医心 ）

〔翼方〕　 紫針劉隣 竭 を玉石 卜
．
品に 移 し計29種．

〔和名〕　 「玉 右中卅種」 と標する も生鉄を 逸 し実数は 29種．

〔大観）　 紫劃 1騏瞬竭 を木部中晶 に 移 し ， 食 塩 を 米 部 下 晶 よ り移 す．計30種．

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　（会本， 和名 ， 医心 ）

　　　 〔纂本〕　Ll録 に 「 F種名医別 銚 九種新附」 と あるが，本文中 「新附」 と注記 され た も の 10種あ り，新
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　 〔和 名〕　 「草下卅五 種」 とあ るが ， 鳥頭 の 次に 鳥塚 を冗 III
．1「し ， 実 数 は 36条．

　 〔大観〕　 芫花を 木部下品 に移す．計34種．

　　　巻十一　草部 下 品 之下 ，
6了種 　 （和名， 医心 ）

　 〔会 木 〕〔 本〕　 缺

　 〔翼方〕　 胡桐涙を玉 石下品 よ り移す ， 計68種．萌霍 を陸英の次 に ， 敗蒲席 ， 敗船茹 ， 敗教皮 の 3条を春杵頭細糠

の 次に 移す．

　 〔大観〕　 半天河及び 地漿を 玉 石 ド品 に ，虎杖 を 木部中晶 に ， 難 蝪草を 菜部
一
ド品 に ， 春 杵 豆蘇 11糠 を 米 部 中品 に ，敗

蔓皮 を獣部 卜
．
品に ， 筆頭灰 を獣部 中、枯に そ れ ぞれ 移す．計60種，柯氏影印本は敗鼓 皮 の 本文を 缺 く．

　　　巻十二 　木部上晶，27種　 （会本，翼方 ， 医心）

　 〔和名〕　
「
木部卅七種」 と あ る．卅は 廿 の 誤．松脂の 次に 松実を 冗 出 し ， ま た牡 桂 に 柱を ， 蔓 荊 に 牡 荊 を それ ぞ

れ附入 し
一・

見26種 と誤 る，

　 〔大観〕　 橘柚を 果部．卜品 に 移す．計28種．

　　　巻 十三 　木部 中品 ，
28種　 （新定）

〔会本〕

弾 本〕

｛翼方〕

匸和名〕

〔医心 〕

〔大観〕

缺

「凵
．
八 種 1 と ある が ， 口次 は 竹葉の 次に 竹笋 を 冗 1［｝し ， 実数 は 29条，

口次に 童竹葉 の 次に 淡竹葉 を掲 げ 29種 とす．

「木中廿 八種 」 と あるが ， 桑恨臼皮の 次 に 桑菌 ， 赤鷄木の 両条を掲げ， 実数は 30種．

竹葉を 竹葉芹竹葉 と す．

紫斜 騏麟竭 を 玉 石中品 よ り，胡桐涙を 玉 石 卜
．
品 よ り ， 虎杖 を 草部下 品 よ り，

そ れ ぞ れ移す．

目次 と本文 との 薬品 の 次序が一
致し て い ない ．

　　巻 十 四 　木 部下 品 ，
45種　 （翼 方 ， 医 心 ）

〔会本〕

〔蟇本〕

〔和名〕

〔大観 〕

　　　巻十 五

　 〔武本〕〔蟇本〕

鸛骨 と雄鵑 の 2 者 を そ れ ぞれ 連書 し て
一

見
一
品 と誤 ま る，

　 〔翼方〕　 獣 と禽 を 分けず ，
3品 を 分 たず ， 且 つ 髪髪， 乱髪 ， 人乳｝七 頭垢 ， 屎 1弱の 5条 を竜骨 の前に 移す．

　 〔和名〕　 「第十五 巻獣禽六十九種餐＃
”
　＃．

六
」 とあ る が ， 人撮 の 次 に 人溺 と糞 との 2 条 を ， 狸骨 の 次 に 家狸 を ， 豚

卵 の 次 に 脂 腿 ， 騒又 有 繽 ， 猪 ， 狠 猪 肉 の 4 条 を ， 鵄 頭 の 次 に 山難，鵤， 雲雀，鵯，鶉 肉，壼鳥，鳩 鴿，鶺鴒，鴛 鸞，

鶩 の 10条 を 加え て 計17条 を 増 し ， こ れ に 反 して 豹肉 の 1 条 は 1 字
．
ドっ て恰 も虎骨 の別 名 の 観を 塁し，外観上の 実数は

72条 とな っ て い る．「食経 ［
一
三 」 とは 臓 又 有獺等 の 3 条 及 び 「」．1難以

．
ドの 10条 を 指すもの と思 わ れ る．

　 〔医心 〕　 獣 と 禽並 び に 3 晶 が分け られ て い な い ．

　 〔大 観〕　 人 部を 独立 させ ， 髪 髪 ， 乱 髪 ， 人 乳 汁 ， 頭 垢 ， 入 屎 の 順 とす．

草 部下品之下 の 筆頭 灰 を獣 部 中晶 に ， 敗鼓皮 を獣 部 下 品に ， 虫部中品 の 伏翼及び天鼠 屎 を禽部中晶に それぞれ移 し ，

禽 部 下 品 の 燕 屎 を 上 品 に ， 禽 部中晶 の 鸛 骨 ， 雄鵠 ， 雛鷁 の 3 条 を
一
ト
．
品 と し ， 人 獣 禽合計60種．

　　　巻十六　虫魚部 ，
72種　 （新定）

　　〔会本〕〔蟇本〕　 缺

　　〔翼方〕　 3品 を分 た ず ， 彼子の 1 条を ikく．計71種．

　 天鼠屎を 伏翼 の 次｝こ ， 蝸牛を蛞喩の 次に 移す．本文で は 貝予 と田 1ド螺 汁の 順序が 逆 とな っ て い るが ， 目次 で は 新定

と 同 じ 順序．

　　〔和 名〕　 「虫 魚類百 十三 種養暮西‡三」 と あり，石決明の 次に 「不死薬二 十
一種」 を ， 蟹 の 次に 擁劒を 増 し，珂 の

次 に 鱧 ， 鯛 ， 鱸 ， 鯖 ， 鰺 ， 鮭 ， 鱒魚 ， 鮭 ， 鯨 ， 鯔 ， 鯰， 魚比 目 ， 王 余魚，鮟，鰕 ， 韶陽魚 ， 針魚 ， 海鼠 ， 海月 ， 海 蛸 ，

蝙蛞 ， 守萬 ， 霊 贏子 ， 辛贏子 ， 大辛螺 肉 ， n 広 大辛 螺 肉，白小辛螺肉，累小辛螺肉，甲羸子 ， 小贏 子， 石陰子 ， 尨蹄

子 ， 寄居 ， 贏茸 ， 海髑子 ， 河貝子 ， 蚌蛤 ， 贓蛤 ， 炸蛞 の 39種 を 加 え ， 前の 両 条 と併せ て 「食 経 四 十一
」 の 数 に 合 致す

る．

欲

目次 に胡椒 を 逸す．

「木下 四十 五 種」 とあ るが ， 蘇方木， 接骨木の 2種を 逸 し，実数 は43種．

芫花 を草部
．
ド品 よ り移す。計46種．

　獣禽部 ，
56種　 （新定）

　　　 目次 で 六 畜 毛蹄 甲を 六 畜 と毛蹄 甲 と離 し て 2 品 の 如 く記 し，驚 肪，雁 肪，鷓鴣 の 3 者，並 び に
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文蛤 と魁蛤 との 順序が 逆．

　 〔医心〕　 「七十 二 種」 とあ るが 蟹の次に擁劒を増し ， 実数は73種．

　 〔大観〕　 中品 の 伏翼 と 天鼠屎 と を 禽部中品 に ， 下品 の 蛇黄を 玉 石下 品 に 移 し， 彼子を 有名未用 に 移す．計68種．

　中品 の水姪 を下 品 とし ， 下 品 の 蝸牛 を 中品 と す．

　目次の 蝦及 び烏蛇 の 2 条に 注記を 缺 くた め別 録 晶 の よ うに 見え るが ，前者 は 「新 附」，後者は 「今 附」 の 注記 を 脱

し た の で ある．

　目次に 「一 ト
ー
種 名医別録」 と ある の は 「一十種」 の 誤．

　　　巻十七　果部 ，
25種　 （会本 ， 医心）

　 〔会本〕　 目次 の 梨 と 奈 と が 連 書され
一
物と誤 られ る．

　 〔翼方〕　 3 品 を 分た ず．和名及 び 医心 も 同 じ．

　〔和名〕 「菓四 五 飆 i．五」 とあ り汰 棗 の 次に 生棗 を増 し，安稿 の 1欠に 櫞 そ の 他1驢 を ±曽す．

　 〔大観〕　 木部一卜品 の 橘袖を 上 IJ，11中に 移す．計26種．

　　　巻 十八　菜 部 ，
37種　 （翼方 ）

　 E：会本〕〔要本〕　 罎

　 〔翼方〕　 本交 韮 の 条に 白裹荷を附載す．

　〔和名〕　 「）tV”六十二 妻編
ll
茜」 とあ り， 冬桑子の 次に 葵根を別 II｝し ， 瓜帯 の 次に 越瓜 ， 胡瓜 ， 熟瓜の 3条を 増 し，

後に二茄子
．そ の 他21種 を 加 う．莱箙と 竜奏 との lrl頁序 が 逆．

　 〔医心 〕　 冬葵子の 次に 葵根を 別出す ， 計38種．

　 〔大観〕　 米穀部を 先，菜部を後 と す．草部 下 品 の 難湯草を 菜部 下 品 に 移す．

　　　巻 十九　米穀部 ，
28種　 （会本 ， 翼方 ， 医心 ）

　〔和名〕　 「米穀 三 十 五 種套篷慧
八

」 とあるが，大豆黄巻 の 次に 生大豆 を別 出し，最後に 白角 豆 その 他 7種を 加 え

実数 は 36種 ， その 内木草品 は 29種，

〔大 観〕　 下品 の 食塩を 玉 石中品 に 移 し ， 草部下品 の 春杵頭細糠を 米穀部中品 とす．計28種．

　
一
ド品 の 蘓尊，黍米，粳米 の 3条を 中品 と し，中品の 陳　米を 下晶 とす．

　目次 の 灰葎 に 「新補」 の 注記 を 脱す，「二 種名医別 録 」 とあ るの は 「．種 」 の 誤．

　　　巻二 十　有名無用 ，
193種　 （新定）

　 〔会本〕　 缺

　 〔接本〕　 目次に 紫石 華 （また は 白石華）， 石 芸 ， 石劇 ， 路石 ， 曠石 ， 敗石 ， 呉店草 ， 封 華 の 8 条 を脱す．本文ぱ

ユ93種．

　 〔翼方〕　 類を 分た ず．

　目次 の 首 に 「有名未用
一・

百九
．．1・六蜘 とあ るが ，目次 に書 か れて い るの は 新定 の 193 種 に北蒋華 ， 領灰 の 2 者を 加

え て 計195条 ， 本文に は 更 に 根茎 中湯 ， 尖碁草：の 2 条を 冗出し 計 ユ97条 と な っ て い る ．根革 中湯は 董実 の 附条で あろ う．

　 〔和名〕　 各品 間の 区分が 明瞭 を 欠ぎ，他本 を参 照 し な け れ ば 判 じ 難い ．

　 〔医心〕　 「第 二 十巻有名無用薬 Lf九 卜二 種和名無 」 と あるだ け で品名の 列挙は 省略せ られ て い る．

　　　　　　 「有名未用総
一”

［iti九十四 種」 と あ る．こ れ は 開 宝 本草で 虫部 下 晶 か ら彼子を こ こ に 移 し た た め 1 種増加

し た の で あ る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 塩 野 義 製 薬 株式会 社研 究 所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 註

1）　 森 立 之 の 「重 輯神 農本草 経 序 」 1・t 「余 嘗 窃欲 復 古 本 草 之 舊 ， 仍 取 証 類 本 草 読 之 ， 始 知 綱 目之杜撰妄 改 不 足 拠 矣 ，

　 再 校 以 新修 本 草 ， 而 又 知 証類 之 己 経 宋 人 刪 改 不 足 信也 ， 更 以 真 本 千 金 方 及皇 国 医 心 方 ， 太 平 御 覧 所 引 校 之 ， 而 知

　 蘇敬 時 校 改，亦 復 不 少 也 」 と あ る，

2）　 明 の 璽 復 〔神農 本経 ）， 清の 孫星 衍 及孫 馮 翼 （神 農 本 草 経 ）， 顧 観 光 （神 農 本草 経 ）， 黄爽 （神農本草経 ），王 閠

　 運 （重 校 神 農 本 草 ）， 姜 国 伊 （神農本草）， 日本 の 森 立 之 （神 農 本 草 経 ） な ど が あ る．詳細は 拙碧「宋 以 前医 籍考」

　 を 参 照 さ れ た い ．

3）　 宝 素 堂 蔵 書 目録 に 「新修 本 草 二 十巻 ，第一，第 二 ，第 三
， 第 六 ， 第 七 ，第 八 ，第 九，第 十 ，第 十 一．，第 十 六，

　 家 大 人足 傳蔵原巻 ， 凡 二 十巻 」 と あ る．
4）　 森 立 之 らが 復 原 し た 稿 本 は 2 通あ D ， 1 は 初 稿 本 で 上 野 図書館 に 珍蔵 さ れ，2 は 羅 振 玉氏 旧 蔵 の 第 2 次 稿 本 で

，
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　　羅 氏 は 敦 煌 本 本 草集 注 序録 跋 （雪 堂校 刊 群書叙録 ， 巻 下） の 中 で 「予 十 余 年 前 ， 得 日本 医家 森 約 之 校 輯 本 草 集 注

　　七 巻 手 稿本，拠 新修本草等 書，校 勘至 密 ， 塗 己 狼籍 ， 久欲為之写 定付梓 ， 今又 得 隠 居 原 書 ， 於此 書殆 有 夙 縁 ， 爰

　　先 以 此 巻 影 印 流 伝，森氏 所 輯，期 異 日成 之 」 と叙 べ ら れ て お り， 刊 行 の 意 図 を 抱 か れ て い た よ うで あ る ．こ の 稿

　　本 は 私 が 現 蔵 し て い る，

5）　 新 修 本 草 の 古 鈔 残 巻 が 発．見 さ れ た 事 情 に つ い て は 中 尾博 士 の 「唐新 修 本 草之 解説」 中 に 詳述 さ れ て お り ， そ の

　　後 京都 大 学 森 鹿 三 教 授 に よ っ て 詳 考 せ ら れ て い る．（東 方 学 報 ， 京 都 ， 第 11冊 ）

6）　 証類本草 で は 各巻内の 薬品 の 順序 が嘉鮪本草 と は 著 し く変 っ て い る．恐 ら く嘉 鮪 の 文 と 図 経 の 図 と を 合併 し た

　　た め ，印 刷 の 都 合 に よ っ て 順 序 を 変更 し た もの と 思 わ れ る ．

7）　　「唐 新 修 本 草 之 解説 」 の 中 で 「余 は 別 に 新 修 本 草 の 記 文 に し て 他 の 本 草 医 書 に 存 す る も の を 集 め 其 校 訂 を 志 し

　　て い るが ， 未 だ 之 を完 了 し 得 ず し て
， 夫 れ を 茲 に 併録 し武 田翁 が 此 本 を 刊 行 さ れ る 趣 旨に 添 い 能 わ ぬ こ と を 遺憾

　 　 と す る 」 と の べ ら れ て い る ．

8）　　「影 印 医 籍 考 」 の 范 行 準 氏 跋 に 「新 修 本 草 ，唐 蘇 敬 等 奉 勅撰 也 ， 多 紀 氏 云 “佚
”

両彼 邦 実尚 存 唐巻 子 本十
一一）9，

　　且 亦 曾経 聿 修 堂 所 蔵者 ， 光 緒 十 五 年 ， 徳清 傳雲 竜 ， 在 日本 雇 工 景 刊 其 書，入 饗喜廬叢書 ， 余 之車 輯新 修 本 草 ， 即

　　拠 是 本 而 以 他 書補 成 之 」 と あ る．

9）　 唐本 序 （大 観 本 草） の 「撰 本 草井 図 経 目録 等 凡 成 tf，十 四 巻 」 の 句 に 対 す る掌 禹 錫 の 注 に 「謹 按 蜀 本草序作五 十

　　三 巻 ， 及 唐 英公 進 本 草表 云 ，勒成本草二 1』巻 ， 目録
一

巻 ， 薬圜二 十 五 巻 ， 図 経 七 巻， 凡 五 十 三 巻 ，又 英公 序云 ，

　　撰 本 草 井 図 経 口録 等 凡 成 五 卜三 巻，拠 此 三 者 合 作 五 十 三 巻 ， 叉 拠 李 含 光 本 草 音 義 云
，

正 経 二 十 巻，目録
一・
巻 ， 又

　　別 立 図 二 十 五 巻，目録 一巻，図経
一
ヒ巻 ，凡 五 十 四 巻 ，

二 説不 臥 今 並 謎 之 」 と あ る ．

10）　拙 著，「新修 本草 及 び 証類本草の 蘂品数」， 塩 野義研 究所 年報， 第 4 号 ，
465

， （1954）

11）　 神 農本 経 所 載 の 薬 品数 に つ い て は 森睫 三 教 授 の 詳 細 な 考 察 が あ る ．（京 都 大 学 人 丈 科 学研 究 所 創立 廿 五 周 年記

　　 念 論丈 集 ，
658〜673頁 ， （／954）

12）　 ヵ ッ
コ （ ） 内の 書名 は 当 該 巻 編成 の 典拠 を 示 す，

　 　 書 名 の 略 号 は 次 の 通 りで あ る．

　　　 会本一本草 図 書 刊 行会 本新修本草

　　　 饗本
一

饗喜廬叢書本新修本草

　　　 翼 方
一

千 金 翼 方 （影 元 大徳 刊 本）

　　　 大 観一大 観 本 草 （柯 氏 影 印本）

　　　 和名一本草和名 （日本古典全 集本）

　　　 医 心 一医 心 方 　 （万 延 元 年 刊 本 ）
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